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Rutebeufの「大学に関する詩」
? ?
I 
さきに Rutebeufの「十字軍に関する詩」を簡単に紹介した！）。こんど
は彼の「大学に関する詩」について述べてみたい。なにしろ「中世文学の
最も完全な代表者」 2) と L.Cledatの激賞する Rutebeufには， この二
群のほかに， かみはマリアの奇蹟をたたえる 'LeMiracle de Theophile' 
から， しもは全くの糞尿諏ともいうべき 'Charlotle juif et la peau de 
厖vre'などにいたるまで，多種多様な作品がある。しかしあの 'LesPoesies 
personnelles'の名で熟知されている数篇の作品を除外すれば，彼の本領は
12世紀後半から13世紀前半にわたって流行した諷刺詩にあると思われる。
ところが当時の諷刺詩の常套的テーマとして 'Ontrouve Ia simonie du 
haut clerge et Ia venalite et la cupidite des curies episcopales ou 
romaine, a cote de Ia critique morale des prelats et des moines. A ces 
sujets i faut joindre Ies invectives contre le monde, Ies reflexions 
ameres sur l'instabilite de Ia fortune. I y a ussi !'extreme facilite 
des mreurs, etalage de luxe, soif des plaisirs, impiete grandissante, 
impudence et bassesse des arrivistes, jalousie, mauvais vouloirs 
reciproques des classes, Ia violence, l'hypocrisie et Ia haine.'3>と
Arie Serperが数えあげているように， Rutebeufの諷刺詩のなかにもこ
1) 関西大学文学論集第19巻第2号
2) L. ClMat: Rutebeuf p. 15 (Les Grands Ecrivains fran~ais) 
3) Arie Serper: Rutebeuf Poete satirique p. 13 
?れら社会の欠点に対する同じような批判，攻撃が随所に見いだされる。こ
の点から見れば措辞，表現に巧拙の差こそあれ，彼も当時の流行を追う一
諷剌詩人にすぎない。しかし •II n'avait pas seulement du satirique le 
don de caricature; mais, a sa verve parisienne, i associait ce qui 
seul donne a Iasatire prix et dignite, —la colere.'4> 
とJ.Bedierもいっているように， 「十字軍に関する詩」においてもそ
うであったが，特に「大学に関する詩」においては，単なる傍観的，嘲笑
的な態度を棄てて，これまで正統信仰の知的中枢と自他ともに許していた
パリ大学の苦境，信仰の危機を見るにしのびず，大きな怒りをこめて敢然
と戦おうとするその気迫において，他の同時代の多くの諷剌詩人とは甚だ
趣きを異にするのである。
では「大学に関する詩」とはどれを指すのであろうか。 E.FaralとJ.
Bastin編纂の全集では 'L'Eglise,Les Ordres mendiants et l'Universite' 
という大きな区分のしかたで．そこに18篇の作品をいれて，別に「大学に
関する」ものとしての区別を設けていないが, H. H. Lucasはそれをも
っと限定してつぎの6篇だけをあげている叫
1. Li Diz de l'Universitei de Paris 
2. La Descorde de l'Universite et des jacobins 
3. Li Diz de Maistre Guillaume de Saint Amour 
4. La Complainte de Maistre Guillaume de Saint Amour 
5. Des Regles 
6. La Bataille des Vices contre Les Vertus 
まずこのうち最初の 'LiDiz de l'Universite de Paris'については．そ
の推定される制作年代が FB.6>の全集に記載されているところと7>,Lucas 
4) J. Bedier: Les Fabliaux p. 411 
5) H. H. Lucas: Rutebeuf Poemes concernant l'Universite de Paris 
6) E. Faral et J. Bastinの略。以下これを用いる。
7) FB. : Oeuvres completes de Rutebeuf tome I. p. 371一4
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の記事8) とは完全に一致しない。前者はこの詩の v.5-9にパリ大学の人
文学部 (Facultedes Arts)9lの学生どおしが乱闘したこと，しかもそれ
が v.33-39にあるように四旬節のころであったという詩句から推して，
おそらくこの詩は1266年の復活祭に，当時のパリ大学の人文学部を構成し
ていた 4民族の学生のうち，フランスの学生とビカルディーの学生が乱闘
した事実を根底にしているものと考えて，まだこのほかにも文献に残らな
い同様な事件が再三あったかもしれないことを考慮して，作成年代を1266
-1275とかなり幅をもたせているに反し， Lucasは1266年の事件は一応み
とめながらも， 'Lesdisputes de cet ordre etaient cependant si fre-
quentes au Moyen Age gu'il serait temeraire de voir dans notre 
poeme une allusion certaine aux evenements de 126'.10lといっている。
Lucasがこの作品を「大学に関する詩」のなかでまっさきにあげているの
は，作成年代はともかくとして， Rutebeufの学生に対する気持を表明す
るものとして，全体の序言にかえ得ると考えたからではなかろうか。
すでに「十字軍に関する詩」において見受けられたように，社会の各階
層で，教皇，国王をはじめとし，高僧，貴族，庶民にいたるまで彼の痛烈
な批判の対象にならなかったものはない。しかしこの斬人斬馬の鋸とでも
いいうる彼の切っ先からただひとつ例外的に除外されて，むしろ好感をよ
せられている階層がある。それが学生層であった。いま採りあげている
'Li Diz de l'Universitei de Paris'にもはっきりこの気持がうかがえるし，
また当時の一部の学生の生活を伝えている点からいっても甚だ興味ぶかく
思えるので，あえて全文をおおまかに訳してみると，およそつぎのような
ものであろうか。
8) H. H. Lucas : o四 r.cite, p. 57ー 9
パチェ•-
9) 「ここでは一般教育にあたる 7自由学科が講ぜられ，その試験に通過すれば学士
の称号が与えられ，やがて上級の人文学部および神学・法学・医学の課程にすすむこ
とが許された」。（筑摩書房刊「世界の歴史」第八巻 p.196 
10) H. H. Lucas: ouvr. cite, p. 58-9 
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Ci encoumence Li Diz de l'Universitei de Paris 
かね
Rimeir me couvient d'un contens 多くの金銭を浪費して
Ou hon a mainz deniers contens m なお浪費せんとするいさかいを
うた
Despendu et despendera : われは詩にの匠せたい。
Ja siecles n'en amendera. そんな争いで世がよくなりはすまいに。
Li clerc de Paris la citei パリ市の学僧ども
(Je di de l'Universitei, (大学の学僧どもが，
Noumeement 1iArcien, 上級学部のものではなく
Non pas 1i preudome ancien) 特に人文学部の連中が）
Ont empris un contans encemble : 仲間どうしで争った。
Ja biens n'en vanrra, ce me cemble, 善いことなど来ようはずなく，
Ainz en vanrra mauz et anuiz, 
Et vient ja de jors et de nuiz. 
Est or ce bien choze faisant ? 
Li filz d'un povre paisant 
Vanrra a Paris por apanre; 
Quanques ses peres porra panrre 
En un arpant ou deus de terre, 
Por pris et por honeur conquerre 
Baillera trestout a son fil, 
Et i en remaint a escil. 
むしろ不幸と悲哀が来るだろう，
すでにそれらは夜ひるなしに迫りくる。
はたしてこれがなすべきことなのか。
貧しい百姓の息子が
勉強のためにパリに来るだろう。
父は四五反の畑から
あげうる収入をことごとく，
栄光，名誉をえんがためとて
そっくり息子に渡してやり
自分ほ貧苦のなかに残りいる。
11) Lucasによればdenierscontensではなくして，写本の diu'sは当然 divers
の略字であるから diverscontensであるという。しかしそうすれば一行目の contens 
と全く同音同義の語の並列とも見えようが， 一行目の contensは今度の「いさか
い」，二行目のはいままでのさまざまの「いさかい」であるので押韻可能であるという
(Lucas : p.59)。しかしこれは少しく苦しい解釈かと思われる。これに反し FB.で
は写筆者がdiu'sをもってdeniersの略字と誤って用いているので，正しくはdeniers
contens (現金） と解釈すべきで， この方が前後関係からいっても正当であろうとい
う (FB.tome I. p. 374)。ここでは FB.の方にしたがった。
?Quant il est a Paris venuz 息子はパリに来たときに，
Por faire a quoi il est tenuz なすべきことを踏みおこない
Et por mener honeste vie, まじめな暮しをすべきなのに，
Si bestorne la prophecie : 12> 預言者の言葉を裏がえし
Gaaig de soc et d'armelire 鋤と鍬からの賜を
かね
Nos convertit en armelire. 武器買う金銭に転用する。
Par cbacune rue regarde 遊び女の通る道など
Ou voie la bele musarde ; 洩れなくしらべ，
Partout regarde, partout muze ; どこでも眺めて時間をつぷす。
かね
Ses argenz faut et sa robe uze : 金銭は不足し，着物はいたみ，
Or est tout au recoumanc1er. すべてがもとのもくあみだ。
Ne fait or boen si semancier. こんな種まきよろしからず。
En Quaresme, que hon doit faire 神に喜ばるべきことを誰しもが
Chose qui a Dieu doie plaire, なすべき時なる四旬節に，
En leu de haires haubers vestent 苦行服ならで鎖かたびらを着用し
Et boivent tant que il s'entestent; 頭にくるまで痛飲なし，
Si font bien Ii troi ou Ii quatre 
Quatre cens escoliers combatre 
Et cesseir l'Universitei: 
N'a ci trop grant aversitei ? 
Diex ! jan'est i1si bone vie, 
Qui de bien faire avroit envie, 
Com ele est de droit escolier ! 
わづか三四名のものどもが
四百の学生を戦わせ．
大学そのものを中断させる．
これこそ大きな不幸ではないか。
神よ，真の学徒の生活往ど
立派にすごさんとするものには
尊い生活は性かにない。
1 ont plus poinne que colier よく学ぼうと願うなら
Por que ilvuellent bien aprendre ; 人足以上の苦労が要る。
1 ne pueent pas bien entendre 食卓にながながと居すわるうなど
12) イザヤ書 I,4「かくて彼らはその剣をうちかえて鋤となし，その鎗をうちか
えて鎌となし……」
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A seoir asseiz a la table : 
Lor vie est ausi bien metable 
Com de nule religion. 
Por quoi lait hon sa region 
Et va en estrange pais, 
Et puis si devient foulz naiz 
Quant il i doit aprendre sens, 
Si pert son avoir et son tens 
Et s'en fait a ses amis honte? 
考えることもできはせぬ。
彼らの送る生活こそ
どんな宗派のものにもふさわしい。
それになにゆえおのが国を棄て
見知らぬ土地におもむいて，
そこで知識を学ぶべきその時に
しかも財も時間も失って
友人たちの恥となる
かくも愚か者になりはてるのか。
Mais il ne seivent qu'oneurs monte. しかし彼らは名誉のなんたるかを心
得ぬ。
Explicit. 
I 
「真の学徒の生活低ど尊いものは低かにない」との Rutebeufの学生び
いきの発言はただここだけにとどまらず， 'LesPlaies du Monde'にも「栄
光，名誉をえんがため，精神，肉体の栄えのため，あまりにと匠しい仕送
りで，寄るべき人もない他人の国で，勉強をする学生には，人足以上の苦
労が要る」 (v.89-100)と全く同様な言葉があり，彼らこそ「この世にお
いて稀なるもの，より愛せられてしかるべし」 (v.103-4)と大いにその稀
少価値をたたえているし，また 'L'Etatdu Monde'においても，社会の各
階層を順次に批判してきたあとで，「要するに， 学生のぞけば， どの役僧
も，「吝薗」との抱擁を望んでござる」 (v.89-90)と，学生だけは世の汚
れにそまっていないものとして特別扱いにしている。
これと反対に彼が最も忌み嫌った集団が托鉢僧団，わけてもドメニコ会
の人々であった。
この憎むべき集団が教皇の寵をたのみ，国王ルイ九世の従順と過度の敬
虔に乗じて，大学を圧迫してくる状態を見ては，彼としてはとうてい黙視
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しえなかったにちがいない。つぎの 'LaDescorde de l'Universite et des 
Jacobins' 以下の諸篇はことごとく托鉢僧団に対する痛罵と， 彼らを増長
せしめた教皇や国王に対する念惑と，彼らの抜厖を抑ええぬ高僧たちのふ
がいなさへの憤慨と，彼らの横行は教会の基礎までも危くするという怒り
と嘆きと，そしてこれら極めて不利な状況にあっても，あくまでも大学の
立場を守り，自己の所信をつらぬきとおした神学部の正教師 Guillaumede 
Saint-Amourに対する賛美である。
年代順にいって最も早いのが 'La Descorde de l'Universite et des 
J acobins'(1254)である。
しかしここでただちに詩の内容にはいるまえに，すこしく当時の歴史的
背景をのべておきたい。
パリ大学が司教教会の付属学校から生れたものであることは周知のとお
りであるが，その時期についてはあまり明瞭ではない13)。なにしろ 'The
university was not made but grew.' と Rashdall もいっているよう
に14)1最初から「大学を創設する」というような意図的な構えがあってで
きあがったものではなく，同じく教授免許 (licentiadocendi) を与えら
れたものが，当時のギルドばやりの趨勢と合致して結んだ教師団体 (con-
sortium magistrorum)がその前身であったと考えられている。したがっ
てその生成当初においては，もともと教会の付属学校から生れたものだけ
13) 現在．パリ大学は1200年を大学創設の年としているが，これをバリ大学成立の
決定的な年とみなせるかどうかは疑問である．といわれている。（前掲「世界の歴史」
第八巻 p.195) 
14) Hastings Rashdall: The Universities of Europe in the Middle Ages, tome 
I, p. 288 
なお同書によれば,Universityという語は決してはじめから universitasfacul-
tatum (a school in which al the faculties or branches of knowledge are 
represented) という意味ではなく，単にそれは人々の複数，綜合をあらわしたもの
で，現在の「大学」なる観念に最も適合する言葉は Studiumgenerateであるという。
(ibid. p. 4-6) 
?に，聖堂参事会の大法官 (chancelier) の権力がはなはだ強く， •He could 
not only grant or refuse the licence at his own discretion in the 
first instance : he could deprive a master of his licence or a scholar 
of his'scholarity', with its attendant ecclesiastical privileges, for 
adequate cause. He was an ecclesiastical judge as well as the head 
of the schools. He claimed to be iudex ordinarius of scholars, though 
his juridiction was not exclusive of that of the ordinary bishop's 
court. He enforced his judgements by excommunication and possessed 
a special prison for the confinement of refractory clerks.'15lこれに対
して教師団では自衛的な対抗手段として，彼らの組識する組合の内規（は
じめは成文化されたものではなかったが）の遵守という誓約を，新参者に
課して，もしこの哲約を拒否するものは，たとえ教授免許を有するとして
も仲間に加えず，この方法によって大法官の認可をけん制し，無力化する
につとめるとともに，他方では教皇に大法官の権限縮小を訴願した。
この訴えに接したローマ政庁ではパリの一法官に味方するよりも，教師
団というこの新興勢力を重視すべきであるとの賢明な配慮から，大学側の
味方となり．この結果1212年の InnocentiusIIの勅状， 1215年の教皇特
使 RobertCurzonの大学規約の授与となってあらわれ，これによって大
法官の権限はいちじるしく縮小された。もちろんここに至るまでには教皇
の権威にすがっているという点において，完全な自治，自律を獲得したと
いうには程とおいが，すくなくとも13世紀のはじめには大法官に対する戦
で着々と成果を収めてきたのは事実である。
同時に大学は国家，あるいはパリ市などの世俗的権力からも脱却せんと
っとめた。それがためのきっかけ，あるいは口実となったのが再三起った
'town and gown'disturbance16lであった．たとえば1200年に司教候補
でもあった貴族出身のドイツ人学生の下僕が飲屋で侮辱されたことから．
15) ibid. p. 304-5 
16) ibid. p. 294 
，?
ドイツ人学生と町の人々とのあいだに大乱闘が起こった。そしてそれを鎮
めようとしたパリ総監のひきいる兵士によって．その貴族学生をもふくめ
て数人の学生が殺された事件や， 1229年の謝肉祭のときに．これまた学生
と酒屋の主人とが勘定のことで揉めたことから始った大騒動で，結局これ
も学生側に数名の犠牲者が出たなどこれである。そしてそのたびごとに大
学はすでに早くから認められていた学生の特権17)を楯に，国家権力から学
生を擁護すべく立上り．もし要求が容れられないときには，講義を中断し
て，大学の離散も辞せずという強硬態度を示した。また実際に，この謝肉
祭の騒動のあとでは当局の加害者処罰の緩慢さに業を煮やし， 1229年から
6年間という宣言であったが結局ほ31年までの3年間，教師たちはパリを
離れて，英国へ招かれるもの，フランス各地で教鞭をとるものと散りじり
になった。ローマ政庁においてもこの事態を傍観しえず，ついに1231年に
諸学
Gregorius IX は「大学のマグナ。カルタ」 とも呼ばれている 'Parens 
の父舟：
scientiarum'なる重要な勅状を発して，今後学徒に対する侮辱が早急につ
ぐなわれない場合には， 15日間の警告期間をおいて講義中断の妥当を認め
るとともに，他方では大法官の権限に対しても厳しい制約を加え．その牢
獄の廃止や．免許授与の審査においても常に公平であることを誓ったのち
でなければ．その職務に従事しえないことを命じるなど，ことごとく大学
にとって有利な決定であった。
この大学の勝利に影をさすものが托鉢僧団のパリ到来であった。 「彼ら
は教皇権に直属し，いたるところで説教し，また多くのものが司祭の資格
をもっていたので，いたるところで聖務を執行できた。これは普通の教会
17)'In France al students and stil more al masters in the church schools 
were assumed as a mater of course to be clerks, and enjoyed-like a host 
of other persons connected however remotely with the service of the church 
—the immunities of clerkship as fully as persons actually in orders. Hence 
the Parisian scholar's priviledge of trial in the ecclesiastical courts originates 
in no explicit grant of any secular or ecclesiastical authority. It existed 
long before the rise of the univessity.'(ibid. p. 290) 
10 
僧侶にとっては，彼らの職務や特権を横領するものとして反感のたねとな
っていた。それだけに司教教会と争う大学にとっては無二の同盟者であっ
た」 18)。このうち最も早く来たのがドメニコ会の僧たちであった。彼らが
1217年にパリに来たときには大学はこころよく彼らを迎え，まづシテ島の
一隅を，翌年にはそれまで Saint-Jacquesde Compostelleへの巡礼者の
ための救護院にあてられていた家を提供した。（ドメニコ会の人々を Jaco-
binsと呼ぷのはこれに由来する）。ついで1219年にはフランチェスコ会の
ものも来た。最初はパリ市域外に， 1230年からは Saint-Germain-des-Pres
の僧院に付属する一教区に「客分」として迎えられた。とかくするうちに
1229年の謝肉祭の学生殺害事件が起った。教師たちはパリを去った。とこ
ろがこの留守中にドメニコ会の僧侶は，かねて大学とは不仲であった聖堂
参事会の大法官の黙認のもとに，神学部に一講座を自分たちの手に獲得し，
この講座を通じて免許取得者を量産して，さらにもひとつ講座を要求し，
それにも成功した。フランチェスコ会もこれにならって自分らの講座をひ
とつ手に入れた。
1231年にようやくパリに帰ってきた教師たちはこの新しい事態に驚きと
不満をいだきながらも，その後約20年はどうにか無事にすぎた。ただ托鉢
僧のくせに教授職にあこがれるなど矛盾ではないかという批難が絶えず大
学側から放たれていたからであろうか， 1250年に InnocentiusIVは大法
官にあてて「今後，いかなる僧侶に対しても，もし大法官が自己の良心に
したがって審査ののち，資格ありと認めたものには，たとえその僧侶が教
授免許なる名誉を求めることをためらっていても，それを授与すべし」 19)
との勅状を発した。これではまった＜教師たちの今までの苦心も水泡に帰
するし，面目がまるつぷれである。そこで神学部の教師たちは1251~2年
に彼らとしては始めての正式の規約を作成し， •No Religious not having 
a College at Paris should be admitted to the Society of Masters, and 
18) 前掲：「世界の歴史」第八巻 p.204 
19) H. Rashdall : ouvr. cite, p. 376 
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each religious college should in future be content with one master 
and one school, and no bachelor should be promoted to a chair unless 
he had already lectured in the school of an actually regent master, 
i. e. a master recognized as such by the faculty.'20l と規定し，この
規約に同意するのを拒むいかなる教師も教師団から除外されるとして，托
鉢僧団，ことにドメニコ会からの二人の教師ということを阻止せんとした。
この規約が十分に効果を現わさないさきに．また学生殺傷事故が起った。
すなわち1253年の 3月に4人の学生と，供をしていた 1人の下僕がパリ市
の巡警と問題をおこし，学生の 1人が殺され，他は重傷のまま投獄された。
教師たちはただちに 1か月の講義中止をもって対抗し，かつこの非道の賠
償を求めることを，あらゆる手段を講じておこなうという誓約を各教師に
求めた。ところが托鉢僧出身の教師はこれに応じない。すでに1229-31年
の大学離散のときに，にがい経験をしている教師団は，托鉢僧らのこの分
派行動は許せないとして，彼らを教師団から除外することを決議するとと
もに，学生たちにも彼らの講義を聴くことを禁止した。
もちろん托鉢僧はこれに不満であった。すぐさま教皇に訴え出で， In-
nocentius IVも彼らの乞いをいれて，大学に対しては教師団からの除外決
定の取消しを命じるとともに，懸案になっているドメニコ会からの教師2
人という問題については，あらためて翌年の1254年8月15日に当事者双方
から言い分を聴くということになった。
大学側はローマ政庁でのこの会談に備えて世論を喚起するため，神学部
の正教師 Guillaumede Saint-Amourを中心として声明書を作成し (12
54, 2, 4), それをすべての高僧，すべての学校関係者に送付した。
この声明書において大学側は托鉢僧らのいままでのたびかさなる非礼を
とが立「公共の福祉と敬虔をよそおって潜入し，ひたすら神学の研究に没
頭すると称して大学の好意を獲得するや，忽ち諸所の学寮に拡散して，謙
20) ibid. p. 377 
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虚に神に仕えるとの宣言にもかかわらず，また「ラビのとなえを受くな」，
「導師のとなえを受くな」 21)との福音書の教に反して講座を渇望する。ま
ことに彼らは裏中にひそむ鼠，懐中の蛇，ふとこるの火のごとく恩を仇で
返すともがらである」 22)と，これまでの怒りを一挙に爆発させて，世に訴
えたのである。
II 
Rutebeufの 'LaDescorde de l'Universite et des Jacobins'は以上の
歴史的背景のうえに立つもので，彼がいかに神学部の教師たちと同調して，
ドメニコ会の人々に対して憤慨していたかは，上記の大学の声明文の要約
と，彼の詩との酷似からもうかがうことができる。
Sor Jacobins est la parole さてここに語りたいのは
Que je vous vueil conter et dire, あのジャコバンの人のこと．
Quar chascuns de Dieu nous parole というのは彼らの誰もが
Et si desfent corouz et ire, 
Que c'est la riens qui l'ame afole, 
Qui la destruit et qui l'empire: 
Or guerroient por une escole 
Ou ilvuelent a force lire. 
Quant Jacobin vindrent el monde, 
S'entrerent chies Humilite ; 
Lors estoient et net et monde 
Et s'amoient divinite. 
神を語り，怒りこそは
魂をそこない，破壊して，
下落させるものゆえに
われらに禁じておりながら
力づくでも講座をえんと争った。
彼らがこの世に束たときには
「謙遜」のもとに身をいれた。
そのとき彼らは清浄潔白
愛もて神学をまなびいた。
Mes Orguex, qui toz biens esmonde, しかし一切の善を滅ぽす「傲慢」が
I a tant mis iniquite 多くの邪念を注いだので
21) マタイ伝 XXIII,8, 10 
22) FB. : ouvr. cite, p. 71 
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Que par lor grant chape roonde 23) その大きな袖なしマントで
Ont verse l'Uuiversite. 24) 大学をもくつがえした。
Chascuns d'eles dei.ist estre amis 彼らの誰もが殷んとうに
L'U・mvers1te voirement, 大学の友であるべきものを．
Quar l'Universite a mis 大学こそ彼らに書物や
En els tout le bon fondement : 金銭．大小のパンなどと
Livres, deniers, pains et demis ; よき礎を与えたのに
Mes or lor rendent malement. しかるに今や恩を仇でかえす。
Quar eels destruit Ji anemis 最も永くつくしてくれた人々を
Qui plus l'ont servi longuement. 滅匠すのが悪人のつねだから。
(v. 9-32) 
おそらく大学側も同じ想いで．托鉢僧の振舞を眺めていたことだろう。
つぎに作者は彼らの偽善を告発する。
Jacobin sont venu el monde 黒と白の衣服をまとって
Vestu de robe blanche et noire; ジャコバンはこの世に来た。
Toute bontez en els abonde, 一切の善．彼らのなかに満つと．
Ce puet quiconques voudra croire, 誰しもがそう思うのも無理はない。
Se par l'abit sont net et monde, もしも着物で清浄無垢というのなら，
Vous savez bien, ce est la voire, これぞまことの話だが．
S'uns leus avoit chape roonde もし狼が袖なしマントを着たならば
Si resambleroit il provoire. さぞや説教僧に似てるだろう。
Se lor oevre ne se concorde 神を愛すると告げているその着物に
23) ここでは教師の正規の服装．教授職についた托鉢僧らもこの服を着用していた
とみえる。
24) verse l'Universiteは Rutebeufのおとくいの駄洒落かと思えるが，邦訳で
はどうしても訳しきれなかった。
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A l'abit qu'amer Dieu devise, 彼らの所業がそぐわなければ．
Au recorder avra descorde 終りの日に神のご前で
Devant Dieu au jor du Juise ; 陳述のさいに難渋しよう。
Quar se Renars i;aint une corde もし狐が縄の帯をしめ．
Et vest une cotele grise,25> 灰色の僧衣を着ようとも．
N'en est pas sa vie mains orde : その生活はやはり汚らわしい。
Rose est b1en sor espine assise. トゲのうえにバラいます。
(v. 41-56) 
A. Serperは前掲の書中で, •Du vaste tableau de son temps que 
Rutebeuf dresse devant le lecteur, surgissent trois vices qu'il hait et 
qu'il fletrit : hypocrisie, avarice et convoitise.'28> といっているが．実
際, Rutebeufの批難攻撃はこの三つの悪に対してくりかえし．くりかえ
しておこなわれる。わけても托鉢僧団の偽善と貪欲に対する攻撃は特に激
しく，大学の立場が不利になってくるにしたがって．以下の詩篇において
舌端ますます火を吹いてくる。
そして作者はこの詩の最後のしめくくりとしてジャコバンたちの托鉢の
生活ー一これも彼らが潤沢な寄捨によって財政的にも強大になってくるに
つれて，大学側の大いに不愉快としたところであるが一ーを批難して．
I pueent bien estre preudomme, 彼らとて善人であるだらうと
Ce vueil je bien que chascuns croie ; 誰しもにそう思ってほしいのだが．
Mes ce qu'il pledoient a Romme大学のことをローマに訴えたことにより
L'Universite m'en desvoie. わが考えも変えねばならぬ。
Des Jacobins vous di la somme : ジャコバンについて要約しよう．
Por riens que Jacobins acroie, たとえ彼らがなにを借りようとも
La peleiire d'une pomme そんな借金支払うのに
De lor dete ne paiero1e. リンゴの皮さえやれほせぬ。
25) 灰色の僧衣に縄の帯はフランチェスコ会の制服。
26) A. Serper: ouvr. cite, p. 104 
15 
(v. 57-64) Explicit. 
IV 
ちょうどこの頃，大学側にとって幸いなことに，托鉢僧団を攻撃すべき
格好の武器が手にはいった。それは Gerardde San Donninoなるフラン
チェスコ会の一僧侶が. Joachim de Fioreというシトー会の修道士が12
世紀の末頃にあらわした三つの著作 27) を再版して．それに序文として加
えた「永遠の福音書」 (Evangeliumaeternum)と呼ばれた文書であった。
この狂信的なフランチェスコ会の著者は．そのなかで聖フランチェスコを
キリストよりも上位に置こうと試み，教皇や聖職貴族を批判して，真の福
音は素足の托鉢僧によってはじめて実現されるなど，きわめて穏かならぬ
言説があったため，一般にかなりのショックを与えた。大学側は奇貨おく
べしと考えて，ただちにこの「永遠の福音書」の検討にいり• 31か所の誤
謬をかぞえあげ，さらに十分な準備をととのえて， 8月15日の教皇謁見に
Guillaume de Saint-Amourを首席とする代表団を送りこんだ。 Innocen-
tius IVは双方の言い分を聴取したが．托鉢僧教師の講座の数．彼らの教
たとえたましいの
師団への復帰の問題には直接触れず.11月20日になって 'Etsianimarum' 
なる勅状を発して，托鉢僧たちが教会僧侶の聖務を侵害しないように戒め
た。従来つねに托鉢僧の味方であった教皇のこの態度を見て，大学側はわ
が勝利近きにありと喜んだ。
しかしその希望はほかなく消えた。この勅状発布後20日もたたないうち
に InnocentiusIVは死んだ (1254,12. 7)。つぎに教皇にあげられたの
がフランチェスコ会出身の AlexanderIVであった。かつては教皇の威
を借りて大法官との戦を有利にすすめてきた大学も．いまやその教皇を相
手に戦わねばならなくなった。敵は強大であった。 AlexanderIVは位に
つくや，ただちにさきの 'Etsianimarum'を廃棄し．ついで1255年4月
27) Concordia Novis ac Veteris Testamenti. (新l日約聖書の調和）, Apocalypsis 
nova (新黙示録）， Psalteriumnovem chordarum (9絃の詩篇）
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いのちQ木のごとく
には 'Quasilignum vitae'を発布して，従来の大学と托鉢僧との争点を
こまかく分析したうえで．これまで除外されていた僧団教師の教師団への
復帰，僧団教師の人数制限の撤廃，講義中断の際の厳しい規定などことご
とく僧団に有利な裁定ばかりであった。
完敗である。しかし教師たちは挫けなかった。彼らはすでに早くからあ
る疑念をもっていた。すなわちそもそも托鉢僧団などの存在が．はたして
全体的な宗教会議の議を経ずして，教皇の一存でその直属として許されて
よいものだろうか。いま彼らはその弊害をはっきりと見た。さきの「永遠
の福音書」は聖書に記されている終りの日の預言にその立脚点を求めてい
まどは
る。その日には「多くの偽預言者おこりて多くの人を惑さん」 28)とか「か
たばかり はたらきびと
くの如きは偽使徒また詭計の労動人にして．おのれをキリストの使徒によ
そほへる者どもなり」 29)とか種々30)しめされている。この偽預言者．偽使
徒とはすなわち彼らではないか。 Guillaumeを中心とする教師たちはその
該博な知識から 'Tractatusde periculis novissimorum temporum ex Scrip-
turis sumptis'(聖書から抽出した終りの時の危険について）一略して
'De periculis'-—なる冊子を作り，托鉢僧とはあからさまに名指しはして
いないが，明瞭にそれとわかる表現を用いて．この弾劾書を高僧たちに送
り．現下の危機に注意するよう要請した。
事態を憂慮した国王ルイ九世をはじめ高位の人々は双方に働きかけて．
紛争を4人の大司教，および若干の司教たちの調停にゆだねるよう説き伏
せた。調停案 (1256,3, 1)はむしろ大学に有利であった。すなわち僧団
は神学部に 2人以上の教師は持たないこと，僧団教師の教師団への復帰は．
僧団外教師たちの自発的意志によってはじめて可能なこと，また僧団は彼
らの地位決定のために外的権威より発せられた文書の援用を断念すること，
今後は双方とも説教，懺悔，埋葬において他を妨害しないことなどであっ
28) マタイ伝 XXIV,11 
29) コリント後書 XI,13 
30) テサロニケ後書 IT,3,4; テモテ後書皿.1以下，
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た。
仕ぼ大学側の希望どおりであった。教師たちはこの勝利を不動のものに
せんと，「説教においても他を妨害しない」との調停案にもかかわらず．托
鉢僧弾劾の説教を民衆にむかってしつづけたし，他方僧団は•De periculis' 
は異端の書なりと攻撃してやまなかった。そこでちょうどその頃パリで開
かれていた ReinsとSens地方の宗教会議の席上で Guillaumeは 'De
periculis' の異端ならざることを弁明せんと提案したが，僧団側はこんな
地方の宗教会議など受けつけず，ローマにおいて黒白を争わんと国王に申
出で．国王もまた心よわくもその書物をローマに送付させた。 Guillaume
その他首謀者と見られる 3人はローマに喚問された。彼らが8月末にパリ
を発ってローマに着いた時には．いつもの教皇決裁にはみられない早い審
議の末.10月5日に 'Depericlis'は異端の書なりと宣告されたところだっ
た31)。
もはや弁明も討論も必要でなかった。この決定を聞いて大学側の代表ほ
つぎつぎに自説の撤回を申立て破門を免れんとしたが， Guillaumeだけは
頑として譲らない。しばらくローマに留めおかれたのちに，翌年 (1257)
の9月にローマから追放の身でようやく帰国の途についたが．途中で教皇
派遣の二人の僧によって，フランスに帰ることも，またどこででも説教す
ることも禁じられてしまった。そしてさらに教皇はルイ九世やパリの司教
に親書を送って．この厳命の遂行を要求した。
Rutebeufの 'LiDiz de Guillaume de Saint Amonr'はまきにこの二
ュースがパリに伝わった直後である。われわれはそこに怒りに燃える詩人
の姿を見るおもいがする。
Oiez, prelat et prince et roi, 
La desreson et le desroi 
C'on a fet a mestre Guillaume : 
高僧．公侯，王たちょ．
ギヨーム師に対してなされたる
不義．非道を聞きたまえ。
31) 「永遠の福音書」もこれよりさきに焚書の憂さ目をみていた。しかし周囲の事
情を考慮して．きわめて内密におこなわれた。
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L'en l'a bani de cest roiaume ! 
A tel tort ne morut mes horn. 
Qui escille homme sanz reson 
Jedi que Diex qui vit et regne 
Le doit escillier de son regne. 
(v. 1-8) 
Mestre Guillaume ont escille 
Ou Iirois ou Ii apostoles. 
師はこの国から追放された！
こんな無法に殺された人はない。
ゆえなく人を追放するものを
い
世を治めたもう活ける神は
みくに
その聖国より追放されよう。
ギヨーム師を流したのは
国王かそれとも教皇か。
Or vous dirai a briez paroles さればわれは簡潔に言おう．
Que, se l'apostoiles de Romme もし他人の領地の人間を
Puet escillier d'autrui terre homme, 教皇が追放しうるものならば．
Li sires n'a nient en sa terre, 理非をただそうとする領主たちも
Qui la verite enquerre. 自分の封地でなにもなしえぬ。
Se lirois dit en tel maniere 
Qu'escillie l'ait par la priere 
Qu'il ot de la pape Alixandre, 
Ci poez novel droit aprendre, 
Mes je ne sai comment a non, 
Qu'il n'est en loi ne en canon ; 
もし教皇アレキサンデルからの
願いによって彼を流したと
こんな風に王がいうのなら．
ここに新法律を学びえよう．
だがわれはその名を知らぬ．
民法にも教会法にもないのだし．
Car rois ne se doit pas mesfere, 王たるものほどんな訴願を受けようとも
Por prier 32'c'on Ii sache fere. 
(v. 14-28) 
自らを誤つべきではないのだから。
「他人の領地の人間を追放する」権利なしとほ．たしかに注目すべき言
葉である。それは大学とジャコバンとの抗争，ひいては大学の教皇に対す
る不満や抵抗氏単に寵を失ったものが新しく寵愛されているものに対す
る嫉妬から由来するごとき．次元の低いものから次第に脱却して．）レイ九
32) Lucasにおいては Porchose c'onとなっているが，ここでも FB.の方に
したがって前後統一した。
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世のあまりの従順によって危くなってきたフランスの独立を擁護せんとす
る意欲によるものであった。おそらく当時の識者たちの眼にはルイ九世の
たびかさなる十字軍遠征といい，大学紛争における王の煮えきらぬ態度と
いい，フランスの主権いづこにありや．と思わせたであろうし，またある
庶民の妻が王のことを fraterLudovicus と呼んで， 'Fi ! fi! devrais-tu 
etre roi de France .car tu n'es roi que des Freres Mineurs, des 
Freres Prechenrs, des pretes et des clercs." 3)などと言ったとの話は，
庶民の眼にも王の過度の敬神はいまいましいものと映っていたのかもしれ
ない。
そこで作者は聴衆によりよくこの紛争を納得せしめるために，かなり詳
しく経過の説明をする。
Bien avez 01la descorde いまさら言うまでもないことながら
(Ne covient pas que la recorde) 聖ドメニコの人々と，
Qui a dure tant longuement, 論理を教える人とのあいだに
Set anz toz plains 34J entirement, まる 7年のながきにわたって
Entre la gent saint Dominique 続きに続いた争いを
Et cels qui lisent de logique. 十分きかれたことであろう。
Assez i otpro et contra ; 甲論乙駁種々あって，
L'uns l'aU:tre sovent encontra 政庁へ行ったり来たり
Alant et venant a la cort.35) しばしば顔をつきあわす。
Li droit aus clers furent la cort, 学師の権利はそこでは無視され，
Quar cil i firent lor voloir, 托鉢僧らは破門や罪障消滅を
Cuiqu、endeiist le cuer doloir, 誰の心が痛もうとも
33) Germaine Lafeuille : Rutebeuf p. 21 
34) 文字どおりの7年ではなく,La Chanson de RolandのV.2にある Setans 
tuz pleinsと同じように単に「久しく」というほどの意に解すべしとの説もある。
(FB. tome I, p. 242) 
35) この cortはJレイ九世の cortと Lucasは解したいようであるが (Lucas:
ouvr. cite, p. 7), FB. にしたがってローマ政庁としておいた。 (FB、tomeI, p. 246) 
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D' escommemer et d'assaudre : 思いのままにとりおこなう。
こな
Cui blez ne faut sovent puet maudre. 麦ある者はせっせと粉をひきうる
とか。
(v. 47-60) 
Li prelat sorent cele guerre, 高僧たちもこの争いを知り．
Si commencierent a requerre 調停は彼らにまかすようにと
L'Universite et les Freres, 大学と 4派以上もある
Qui sont de plus de quatre meres, 托鉢僧らの両方に
Qu'il lor lessaissent la pais fere ;. 求めることをしはじめた。
I s'acorderent a lapes, 今後ほ争いはくりかえさぬと．
s ans commenc1er guerre James : 双方和平に賛成した。
Ce fu fiance a tenir これ守るべしと約束され
Et sei!le por souvenir. 後日のために調印された。
.. 
Mestre Gmllaumes au rm vmt,36> ギヨーム師は王の許に来た．
La ou des genz ot plus de vint, 20人以上がそこにいた，
Si dist : ."Sire, nous sons en mise 師は言った． 「陛下よ．
Par le dit et par la devise 高僧がたのきめられる
Que Iiprelat deviseront : 調停にわれらの方は服します。
Ne sai se cil la briseront." あの連中が破るかどうかは知らぬにしても」。
Li rois jura: "En non de mi,37> 王は誓った．「わが名にかけて
I m'avront tout a anemi もし彼らがそれを破れば．
S'il la brisent, sachiez sanz faile : まさしくわれを敵とするものぞ。
Je n'ai cure de lor bataille." 彼らの争いなど心にとめぬ」と。
36) ギヨームが国王と対談したことを伝える文献はほかにない。しかし事実無根で
はなさそうだと FB.は言う (t.I, p. 246)。
37) en non de miとはルイ九世が自らに許した唯一の juronと伝えられる。王
の誓の厳粛さを示そうとしたものか。
Li mestres parti du palais 
Ou assez ot et clers et lais. 
Sanz ce que puis ne mesfe'ist 
師比僧俗ともかなりいた
その宮廷を立去った。
その後はなんの害もおこなわず．
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Ne la pais pas ne desfeist,38l 平和を破ることもなかったのに．
Si l'escila sanz plus veoir. 王は再度の謁見もなく追放した。
Doit cis escillemenz seoir ? かかる流刑が持続さるべきや，
Nenil, qui adroit jugeoit, 否とよ，もしも人が義しい裁きをするならば．
Qui droiture et s'ame ameroit. もしも正義とおのが魂を愛するならば。
(v. 61-92) 
さらに彼は語をついで「もしギヨーム師が自説の真なることを示すため
に提案していること，即ち王侯貴族と高僧との会合を王が催し．もしその
うえでギヨームに理ありとすれば，彼のいうとおりにすべきであり．ある
いはもし彼が言うべからざることをいい，かつその言を撤回しなければ．
牢獄も死罪も甘受する」 (v.93-104)とのギヨームの心境を伝え，「彼が王
国に帰りたいために，こんなことを求めていると言われるな。もし彼の言
うことが魂の役にたつならは彼は語り終えれば立去るであろうし，あな
た方も彼の訴願に対して良心の満足をえられるであろう」 (v.105-110)。
Et vous tuit qui le dit oez, 
Quant Diex se mousterra cloez, 
わが言葉を聞かれる方々よ．
それは最後の審判の日であるうが．
Que c'ert au jor du grant Juise, 十字架にかけられた神があらわれるとき．
Por lui demandera justise 
A vous sor ce que je raconte, 
Si en avrez paor et honte. 
いまわが語っていることについて
師は義しい裁きを求められようし．
あなた方は恐れと恥をもつだらう。
Endroit de moi vous puis je dire われに関しては，断言できるが
Jene redout pas le martire もしかかる仕事で死がくるならば
De la mort, d'ou qu'ele me viegne, それがどこから来ようとも
38) ここは巧妙な誇張がある。ギヨームはこの和解ののちも攻撃的な説教はやめな
かった。 (Lucas: ouvr. cite, p.79) 
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S'ele me vient por tel besoingne. 死の苦しみなど怖れはせぬ。
(v. 111-120) Eェplicit.
とまさに意気軒昂たるものがあり．大学問題に対する彼の真摯な態度を
うかがうに十分であるう。
V 
Guillaume de Eaint-Amourは生地 Saint-Amour(現在の Jura県の
小都） に蟄居をよぎなくされてしまった (1257)。しかし彼はまだパリに
同調者を有しており．教皇 AlexanderIVの強硬な態度にもかかわらず．
大学と托鉢僧団との抗争は完全に解消したのではなく．まだ「埋火」とな
って残っていた。そしてこの「埋火」は1259年には再び勢をもりかえし．
真偽とりまぜての批難攻撃の文書となってあらわれてきた。教皇は自分の
威信のためにもかかる文書が歓迎されることは放置できず，「托鉢僧を誹謗
するため．その敵によって詩または歌謡の形式で，ラテン語あるいはフラ
ンス語で書かれたこれら中傷の冊子」 39)の流布を厳禁した。 Rutebeufの
'La Complainte de Guillaume de Saint Amour'はその時期(1259)からい
っても．内容からいっても．この誹謗の書のひとつにあたるものであろう。
形式は擬人法が用いられて，「教会」みずからが托鉢僧の横行によってそ
の基礎までも危くされている現状を嘆く．という書きだしではじまってい
る。
"Yous qui alez parmi la voie, 「道行くなんぢらよ．
Arestez vous et chascuns vote とどまりてわが悩みにくらぷべき
S'il est dolor tel com la moie," 悩みあるや思い見よ」．
Dist sainte Y glise. と聖なる教会はいう。
"Je fui sor ferme pierre assise; 「われは堅き磐の上にありき。
Ia pierre esgrume et fent et brise, その石は風化し，ひび割れ．砕け．
Et je chancele. われはよろめく。
39) FB. tome I, p. 81 
Tel gent se font de ma querele 
Qui me metent en la berele: 
Les miens ocient 
Sanz ce que pas ne me desfient, 
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ある者どもがわが味方をよそおって
かえってわれを危地におく。
あからさまに戦を挑まずして
わが身内を殺し．
Ainz sont a moi, si comme ilclient われをさらにくつがやさんと
Por miex confondre. わが友なりとみづからいう。
(v. I-13) 
と．まず托鉢僧団の存在とその偽りの敬虔が教会の基礎そのものを危<
していると指摘する。彼らのおかげで，
Com sont li mien mart et trahi なんとわが味方が裁きもうけず
Et por la verite hai 
Sanz jugement ! 
Ou Cil qui a droit juge ment, 
Ou ilen avront vengement, 
Combien qn'il tart : 
Com plus couve li feu, plus art. 
(v. 23ー 29)
真理のために憎くまれ，
裏切られ，殺されたことか。
ぬし
義しき裁き主が偽っておられるのか．
それとも埋火侭ど熱いように
おくれるとはいえ
彼らはその罰をうけるのだろうか。
そして彼らが国王や教皇を籠絡し．父ともいうべきギヨームを故郷に幽
閉したことを怒り．またその人々のためにこそギヨームが戦をはじめたの
にまるで彼が勝手なことをしたかのように．もはや彼を想い出す人もな
いと (v. 32ー 39) 人情紙のごときを嘆く。そしてギヨームの想いにせか
れて，
He! arcien, 
Decretistre, fisicien, 
Et vous la gent Justinien 
Et autre preudomme ancien, 
Comment souffrez en tel lien 
Mestre Guilliaume, 
おおい．人文学部の人々よ．
法学部．医学部の人々よ．
そしてなんじローマ法の人々よ，
また他の上級学部の人々よ，
どうしてわれを守らんがため
こうペ
その首も危くされたギヨーム師を
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Qui por moi fist de teste hiaume ? かかる縄目にすておくのか。
Or est fors mis de cest roiaume その身．その命を犠牲にされた
Li hons preudon, この善良な義人は
Qui mist cors et vie a bandon. 今やこの国から追放された。
(v. 40-49) 
と，「教会」の口を借りて作者は大学人の奮起を促す。しかし大勢すでに
決した現在．その筆も沈みがちになる。
Morte est Pitiez 憐れみは死に
Et Charitez et Amistiez ; 慈愛も友情も死んだ
Fors du regne les ont get1ez 偽善
Ypocrisie 虚栄．ごまかし
Et Vaine Gloire et Tricherie 見せかけ．そして
Et Faus Samblant et dame Envie すべてを燃やす嫉妬夫人が
Qni tout enflame. それらを国外に放逐した．
(v. 73ー 79)
Li douz, Ii franz, Ii debonere, 人々がそれには最善をつくした
Cui l'en soloit toz les biens fere, 柔和，卒直，温厚は
Sont en espace ; しりぞけられ．
Et cil qui ont fauve la face, まことしやかな顔をした連中や
Qui sont de la devine grace 見かけは神のごとき慈悲に
Plain par defors, 満ちているような連中が．
Cil avront Dieu et les tresors 天国と，肉体をすべて害から守る
さち
Qui de toz maus gardent les cors. この世の幸を持つであろう。
(v. 89ー 96)
と，偽善な彼らが教会の聖務を奪い．蓄財にはげみ．さてはフランス全
体を入手するにも良心の苛責さえ感じないだろうと憤りの言葉をのべたの
ち，再び話頭をギヨームに転じるが．ここでまた急に残酷な「運命」に対
する磋嘆や．教会の危機にもあまり心を労しない高僧に対する「教会」み
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づからの怨みごとが飛びだしてきたりして、たとえ Lucasのいうように
「詩全体の論理的脈絡をたどることは容易でない」40)とまでいうのはいい
すぎとしても多少の混乱は認めねばなるまい。
しかしもしギヨームが
I avroit pais, de ce me vant, 
S'il voloit jurer par couvant 
Que voirs f ust fable, 
Et tors fust droiz, et Diex deable, 
Et fors du sens fussent resnable, 
Et noirs fust blanz. 
Mes por tant puet user son tans 
En tel estat, si com je pans, 
Que ce deist 
Ne que jusques la. mesfeist, 
Comment que la chose preist ; 
(V. 126-136) 
真理が偽りであり．
邪が正にして．神が悪魔たり．
狂気が正気であって．
黒が白なりと．
確かに誓うならば
平安を得ることまちがいあるまい。
しかしかかることを口にいだし．
そこまで悪をおこなうより．
いかなることが身に起ろうとも．
いのちのあるかぎり
このままですごすであろう。
と．激越な語調であくまで邪悪に屈しなしギヨームをたたえ．最後に
Ou a ilnul si vaillant homme 
Qui, por l'apostoile de Romme 
Ne por le roi, 
Ne vout desreer son erroi, 
Ainz en a souffert le desroi 
De perdre honor? 
Or prions donques Jhesucrist 
Q ue cestm mete en son escnt 
Et en son regne, 
40) H. H. Lucas: ouvr. cite, p. 83 
ローマの教皇や
国王にもかかわらず．
自己の態度を変更せず．
むしろそれがためには
栄誉喪失の不利をもしのんだ
かかる義人がどこにあろうか。
いざイエスキリストが
この人をその名簿に載せられ．
その身内を導かれる
26 
Ia ou les siens conduit et maine ; 
Et si l'en prit la souveraine 
Vierge Marie 
Qu'avant que i1 perde la vie 
Soit sa volente acomplie !" 
Amen. 
(v. 147ー 196) Eェplicit.
天国に入れ給わんことを祈るう。
そして彼が命を終えるまえに
その志の成就せんことを
至高なる処女マリヤが
神に祈りたまわんことを」。
アーメン
VI 
つぎの諷刺詩 'DesRegles'はあまり高く評価されていない作品である。
制作年代は冒頭の数行に「自分はいままで多くのところで真理を語ったが．
その真理を喜ばぬもののおかげで．もはや沈黙を守らねばならない」 (v.1 
-7)という意味の言葉があるところから推して，托鉢僧らに対する「中傷
の書」を厳禁した AlexanderIVの勅状 (1259,6,26)よりあとと考えら
れている。内容は托鉢僧団の戒律である「清貧」と「謙遜」が．実際には
「貪欲」と「傲慢」におきかえられていることを示そうとするのであるが．
構成上の不均衡は否めないし，また話が途中でそれたりして，決して秀作
とはいいえない。とにかく作品をみよう。
上記の前口上ののち作者は托鉢僧らのやりくちは狐が鳥を捕えるのに似
ているという。
Savez que fet Ii damoisiaus ? 
En terre rouge se toueille, 
Le mort fet et la sorde oreille ; 
Si viennent Ii oisel des nues 
Et il aime moult lor venues, 
Quar il les ocist et afole : 
Ausi, vous di a brief parole, 
Cil nous ont mort et afole 
こやっ
此奴がどうするかご存じか．
赤つちの地面に寝ころがり．
死んだふりして，耳も聞えぬ。
もし空の鳥が来ようなら
大いにご到来を歓迎する．
それらを傷つけ殺すから。
同様に手みじかに語ろうなら
天国を抱きしめている連中が
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Qui paradis ont acole. われらを殺し，傷つけた。
A eels le donent et delivrent 彼らは自分たちに酒のませ，
Qui les aboivrent et enyvrent 酪酎させてくれるものどもや，
Et qui lor engressent les pances 他人の財産，持ちもので
D'autrui chatels, d'autrui substances, こちらの腹をこやしてくれるもの，
Qui sont, espoir, bougre parfet 言葉やおこないからみても
Et qui paroles et par fet, おそらくこのうえもない異端者や，
Ou userier mat et divers, 呪われ，滅ぶべきものと
Dont el sautier nous dit li vers 詩篇にもある邪悪非道な高利貸にも
Qu'il sont ja dampne et perdu. 天国を考え，分配する。
(v. Io-27) 
と，彼らは第一に偽善であり，虚偽に満ち，第一の戒律たる清貧とは正
反対の貪欲であると告発する。それに多くの者は彼らの詐術におちいって
いるのは嘆かわしい。
Qui porroit paradis avoir 
Apres la mort por son avoir, 
Bon feroit embler et tolir. 
Mes illes covendra boilir 
もし死んだあとで
かれ
金銭で天国が買えるなら，
盗みもするもよろしかろう。
しかしかかる者どは地獄の底で
Ou puis d'enfer sanz ja reembre: 贖われもせず煮られるのがふさわしい。
Tel mort doit l'en douter et criembre. このような死こそ怖るべし。
Bien sont or mort et awoglも そんなことで救われると思うなど．
Bien sont or fol et desjugle まさに滅ぶべきもの，目なきもの，
S'ainsi se cuident delivrer. 気のふれたもの，だまされたもの。
Au mains sera Diex au livrer 誰が天国を売ろうとも，
De paradis, qui que le vende. それを与えられるは神の業。
Jene cuit que sains Pieres rende ペテロさまもこんどばかりは
Ouan les clez de paradis : 天国の鍵は渡されまい。
Et il i metent dis et dis しかるに彼らは10人づつも束にして
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Cels qui vivent d'autrui chate ! 
Ne l'ont or bien cist achate? 
S'on a paradis por si pou, 
Je tieng por barete saint Pou, 
Et si tieng por fol et por nice 
Saint Luc, saint Jaque de Galice 
Qui s'en fl.rent martirier, 
Et saint Pierre crucefier ; 
他人の財布で暮した男をそこに送る。
この連中もよい買物をしたではないか。
もし天国がそんなに安く買えるなら．
聖ポオロさまも羅されたのだし，
殉教の道をたどられた
聖ルカさまやガリラヤのヨハネさま
十字架にかけられなされたペテロさまも
ずいぷん馬鹿だと思われる。
Bien pert qu'il ne furent pas sage もし天国がただで貰えるものならば
たしかにあの方々は賢くない。Se paradis est d'avantage, 
Et cil si rementi forment 
Qui dist que paine ne torment 
Ne sont pas digne de la grace 
神の憐れみで賜わる恩寵には
いかなる苦しみ，責苦といえども．
なお値しないといったこの人は
Que Diex par sa pi tie nous face. m ひどい嘘をついたもの。
Or avez la premiere riegle 
De eels qui ont guerpi le siecle. 
(v. 57ー 66)
ところが世を捨てた人々の
第一の戒律が以上のとおり。
と，托鉢僧らの貪欲から来る安易な信仰の勧めを批難する。
つづいて 'Laseconde vous dirai gie'(v. 67)とあるから，当然こん
どは彼らの「謙遜」についての辛辣な皮肉を聞くものと予想するのに意外
にもそのことには触れず，世の高僧や，神学者たちに対する不満をぶちま
ける。すなわち「彼らは恐怖ゆえに悪に屈し，悪人に服して．真理を打ち
すて，来世のことを考えずに，現世を安楽に暮す」 (v.68-76)とか，「24
人もの高僧が相集って，自分たちの勧告と協約によって．難局にある大学
とジャコバンを和解させておきながら，ジャコバンがそれを破り，教会の
制度を危機においた時でさえ，誰一人口を聞く者なく，そのうえやむにや
まれず真理を説いた義人ギヨーム師の追放をむざむざと見すごすとは教会
41) ロマ書 VI[,18 
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の恥このうえもなく，神の復讐近きにあり」 (v.77-105)といきまく。
ここまでいうと腹の虫もようやくおさまったのか．また托鉢僧のことに
やかた
もどってくる。そして「これらの連中はとてもさもしくて．大小の館のあ
るじゃ．金持ちすぎる学僧や，高利貸しの家にまで，誰かれなしに出入し
て，そこで殿さま気どりの暮しをする」 (V.106ー 114)と攻撃し．ついで
Quant maladie ces genz prent 
Et conscience les reprent 
Et Anemis les haste fort, 
Qui ja voudroit trover mort, 
Iors si metent lor testament 
Sor cele gent que Diez ament : 
Puis pu'il sont saisi et vestu, 
La montance d'un seul festu 
病がこれらの金持ちをひっとらえ
良心が彼らをとがめだて．
早く死ぬのが見たいものと
せ
悪魔がはげしく急かすとき．
そのとき彼らは遣言を
神罰う＜べきこの連中の手に渡す。
彼らがそれを手にするや，
藁すベ一本低どのものでさえ
N'en donront ja puis por lor ame.m死者の功徳のためにやりはせぬ。
Ainsi requeut qui ainsi same. 人の蒔くところはその刈るところ，とか。
(v. 115-124) 
と， AlexanderIVが「中傷の書」と呼んだ部類に十分はいりうる株ど
の激しい攻撃である。しかしここでもまだ批難の焦点は彼らの貪欲であっ
て，第二の戒律「謙遜」には触れていない。ようやく次の節あたりからこ
の点に触れてくる。
Quant chies povre provoire vienent彼らが貧乏司祭の家に来るときには．
(Ou pou sovent la voie tienent (もし魚やぶどう酒がないのなら
S'il n'a riviere ou vingnoble), そんなところへは再々来ないが）．
Lor sont si cointe et sont si・noble その時かれらはとても上品，高尚で．
Qu'il samble que ce soient roi. まるで王さまかと思われる。
Or covient por els grant aroi, 彼らには大層なもてなしが必要で．
42) 遺贈を受けた僧侶はその一部を貧者に頒たねばならなかった，それを托鉢僧は
履行しないと憤慨している。 (H.H. Lucas; ouvr, citk, p. 9) 
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Dont Ii povres horn est en trape. そのあわれな人は困りきる。
S'il devoit engagier sa chape, たとえ祭服を質入れしてでも，
Si covient il autre viande 聖書が命じてもおらぬ
Que L'Escripture ne commande.43> もう一皿が必要だ。
S'il ne sont peu sanz defaut, 彼らがとどこおりなく満腹せず，
Se Ii prestres de ce defaut, もしも司祭がこれを怠れば，
1 ert tenuz a mauves homme, 聖ペテロさまほどのものだとしても，
S'il valoit saint Piere de Romme. 悪い男とみなされる。
Puis lor covient !aver les james. そのうえ彼らの足も洗わにやならぬ。
(v. 139ー 153)
と，彼らの教会僧侶に対する尊大な態度を述べているが，第二の戒律「謙
遜」に対する批判がこれだけであるのは，さきの貪欲に対する攻撃と甚だ
しく均衡を失する。これからあと20行探どは彼らが 'LesBeguines'と呼
ばれた修道女との間にあやしい関係があるなどと祖のめかし．
Or ne sai je ci sus qu'entendre : これについては噂以上は知らないが，
Je voi si l'un vers l'autre tendre 双方たがいに寄りそうのか
Qu'en un chaperon a deus testes, 一つの頭巾に頭ふたつをわれは見た．
Et il ne sont angles ne bestes炉 といって天使でも怪物でもないのだが。
(v. 171-174) 
どうも行きつくところまで行った感じである。おそらく作者もそう思っ
たのであろうか，ここで急に筆を改めて，まじめな口調で結論に入る。
Amis se font de saint Y glise 彼らはより巧妙に
Por ce que en plus bele guise 聖なる教会を服従せんため
Puissent sainte Y glise sozmetre; 聖なる教会の友をよそおう。
43) ルカ伝 X,7ー 8「その家にとどまりて与ふる物を食ひ飲みせよ……汝らの前に
供ふる物を食し……」
44) C'est-a-dire qu'ils ne sont pas de ces etranges creatures a deux tetes, 
que l'on rencontre si souvent dans l'iconographie du Moyen Age. (Lucas: 
ouvr. cite, p. 100) 
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Et por ce nous dit ci la lettre : 45J 
"Nule dolor n'est plus fervant 
Qu'ele est de l'anemi servant." 
これについてある書物はのべている．
しもペ
「僕づらした敵よりきたる
痛みほど激しきものは保かになし」と。
Ne sai que plus briefment vous die: 危きかな今の世のすがた，
Trop sons en pereilleuse vie. これ以上簡潔にわれは言いえぬ。
(v. 175-182) Explicit. 
VII 
「大学に関する詩」の最後をなすものが 'LaBataille des Vices contre 
les Vertus'である。制作年代はおよそ1263年ごろといわれている。この推
定の根拠ほ，ひとつは作者がこの詩においては2度 (V.38, 83) 46)も名を
あかしているが47), こんなことは托鉢僧の大パトロンであった Alexander
IVの在位中にほとてもできなかったことであろうし， 少くともこの教皇
の死 (1261,5,25)よりあとと考えるべきであるという推測と，もひとつほ
作品中にかなりの行数を費して椰楡している托鉢僧らの立派な聖堂が，国
王］レイ九世の多額の寄進によって完成したのが1262年である48), という二
45) FB. p. 276 Boece, De consolatione ][, 5, prose: "nulla pestis efficacior 
ad nocendum quam familiaris inimicus" etc. 
46) N'a pas bien soissante et dis anz, 
Se Rustebues est voir disanz, 
Que ces deus saintes Ordres vindrent, (v. 37-39) 
Maugre toutes !es langues males 
Et la Rustebuef tout premiers, 
Qui d'aus blasmer fu coustumiers. (v. 82-84) 
47) 彼が作者として名をあかしているのは1261年8月以降の作と見られる 'LaDit 
d'Hgpocrisie'の
"Sire, sachiez bien sans doutance 
Que horn m'apele Rutebuef. 
Qui est dit de "rude" et de "buef." (v. 44ー 46)
についでこれが2度目である。
48) FB. tome I, p. 304 
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つの根拠にもとづいているのである。
この作品は Rutebeufには珍らしくアレゴリーを用いて書かれている。
だいたい Rutebeufの生存期間 (1229? -1277 ?)からすれば，「狐物語」
ゃ， Guillaumede Lorrisの「バラ物語」などのアレゴリーの文学が盛ん
であった頃であるのに，彼はあまりこの種の文学の影響をうけておらず．
むしろ反感を抱いていたようである。したがって彼の全作品中アレゴリー
が用いられているのは，天国旅行の夢を語る 'LaVoie de Paradis'ぐら
いなものである。尤もさきにあげた 'LaComplainte de Guillaume de 
Saint Amour, では「教会」という精神的集合体の口を借りて心の悲憤を
のべているし，いま採りあげようとする 'LaBataille'も，善悪の戦とい
う民衆の宗教教育の目的で古くから用いられていた形式を借用しているが，
彼の本意はもちろん民衆の教化などにあるのではない。この作品が C写
本49)においては別に 'LeDit de la Mensonge'という副題を持つことから
推しても，はじめから社会の現状に対する批判を，すなわち托鉢僧の抜雇，
横暴，偽善を摘発する意図を秘めて書かれたものであることは明らかであ
る。
書きだしからして意味深長である。「働かずして食うのは罪であるから，
自分がなしうるただひとつの仕事，すなわち作詩をもって責をはたしたい」
(v. 1ー 11)といかにも神妙なその言葉の裏では，托鉢僧らの物乞いの生活
を早くも批難しているのである。
つづいていかにして 7つの美徳（謙遜，鷹揚，温厚，慈愛，勇気，節制，
純潔）が. 7つの悪（傲慢，吝裔，憤怒，嫉妬，怠堕，暴食，淫蕩）に打
勝つかを語ろうと言う (v.12-36)。
まづ謙遜の由来を説明するため托鉢僧団のパリ到来からはじめる。
N'a pas bien soissnte et dis anz, もし Rutebeufにあやまりなければ，
49) Rutebeufの作品の記載されている写本は12種あるが，そのうちでも重要なも
のはA写本(33篇の作品を有する），B写本 (26篇），C写本 (50篇）の3種である (FB.
tome I, p. 11ー 31)。
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Se Rustebues est voir disanz, 説教にも，勤労にも，
Que ces deus saintes Ord.res vindrent, 神に仕え，賛美するにも，
Qui les fez aus Apostres tindrent 使徒たちの行状にしたがった
Par preeschier, par laborer, 2つの聖なる宗派がやってきてから
Par Dieu servir et aorer. 70年にもなっていない。
Menor et Frere Precheeur, 魂のすなどり人たる
Qui des ames sont pescheeur, フランチェスコとドメニコ会の人々が
みむね
Vindrent par volente devine. 神の聖旨によってやってきた。
Jedi por voir, non pas devine, 嘘ではなく，これはまことの話だが，
S'il ne fussent encor venu, もし彼らがいまだに来なければ
Mainte grant mal fussent avenu 大きな害悪が生じたであったるうが，
Qui sont remez et qui remaingnentそれも彼らの教の功徳によって
Par les granz biens que i enseignent.50> 起らなかったし，起っていない。
]?or preeschier humilite, 真理の道なる
Qui est voie de verite, 謙遜を説きすすめるため，
Por l'essaucier et por l'ensivre また自分らの書物にもあるように
Si comme itruevent en lor livre, 謙遜を宣揚し，それに従うために，
Vindrent ces saintes genz en terre : これら聖なる人々はこの世に来た。
Diex les envoia por nous querre. 神がわれらを求めて彼らを送られた。
(v. 37ー 56)
と，薄気味わるい厄どの褒めかたである。
「彼らがはじめて世に来たときにはずいぷんへりくだっていた。彼らの
おきてにしたがって，世の悪を取去るためl'C.,パンを求め歩いたが，貧乏
司祭の差出すパンも聖なる苦行の名において有難く頂だいした。すなわち
50) Rutebeuf semble abandonner ici, pour l'il.stant, son ton railleur et 
ironique: les grant mal sont, sans donte, l'heresie, notamment l'heresie des 
Albigeois, pour combattre laquelle l'ordre des Dominicains fut fonde. (Lucas: 
ouvr. cite, p. 103ー 4)
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謙遜がまだ子供だった」 (v.57ー 66)。
「しかるに今では托鉢僧が国王，高僧，侯伯の師となったので，謙遜も
それにつれて成人し．もはや聖書に書いてあるように供えられたものだけ
で満足するのは 51), 大きな恥と思うであるう。謙遜の成長かくいちじるし
く，傲慢も退却の角笛を吹きならす。このように偉くなった夫人が立派な
屋敷，美事な宮殿，会堂を持つのは当然のことであり，常にいちはやく彼
らを咎めだてする Rutebeufの言葉や，その他の悪口など問題ではない。
そしてお布施や，遺言や，いかなる時でも混乱を嫌った最良の王 52)(I.)寄進
で建てられた立派な宮殿で，謙遜と神学が講ぜられる方が，コンスタンチ
ノープルやラテン帝国の救援53)に馳せつけるなどの気狂沙汰より，はるか
にましではないか」 (v.67ー 93)。
Por miex Humilite desfendre, 
S'Orguex se voloit a Ii prendre, 
Ont fonde deus palais Ii Frere, 
たとえ傲慢が襲撃せんと思っても，
謙遜をよりよく防禦するために．
托鉢僧らは2つの宮殿を建立した。
Que, foi que doi l'ame mon pere, それこそ，誓っていうが，もしそのなかに
S'ele avoit leenz a mengier, 
Ne sire Orgueil ne son dangier 
Ne priseroit vaillant un oef 
Deca uit mois, non deca noef ; 
Ainz atendroit bien des le Liege 
C'on Ii venist lever le siege. 
(v. 97ー l06)
謙遜が食糧を有すれば，
傲慢殿やその軍勢など
八か月，いや九か月でも
卵ひとつほどにも思いはせぬ。
むしろ Liegeからでも囲みを解きに
誰かが来てくれるのを待つだろう。
「ところがこんな悪口を国中に触れまわるものがいる。もし現在寵をえ
ている国王が逝くなれば，事態の急変，勢力の失墜は免れまい。それにい
51) ルカ伝x.7ー 8
52) Rutebeufは）レイ九世が大きらいであった．しかし托鉢僧からすれば物質的な
大パトロンである王は「最良の王」というべきであろう。
53) コンスクンチノープルは1262年にビザンチン帝国の残党の一人ミカエル•パラ
エログスによって奪回された。 Rutebeufの'LaComplainte de Constantinople'参照。
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ま彼らに好意を示している連中もただ怖しいからしているのみ，と。それ
に対してわれは日＜，むだな言葉よ。王が自分の金を寄進し，彼らがそれ
を獲ようとも当然のこと。こんなことがいつまで続くか彼らにもわからん
し．それに誰もが本心からの好意をよせているのでないことは，彼らもか
なり承知のはず。賢者はよろしく将来にそなえて防備を厳にすべきであり，
なにも咎めるべきことではない，と。それにしては悪い準備をしているも
のよ，と悪口屋はいう。いや，それだからこそこの地上でしっかりした備
準が必要だ。もし明日にでも自分らが勢力を失い，王が他界すれば，これ
まで企んできた財宝を身につけてしまうのは大変だるうと思ってのことよ。
財産なんて取れるときに取っておくさ，欲しいといっても手に入るもので
はないのだから」 (V.107ー 142)。
「謙遜ほとても偉い夫人なので，男でも女でも怖いもの知らず。またそ
れを支持する托鉢僧が全王国を手中に握って，秘密はないかとさがしまわ
り，どこにでも飛びこみ，侵入する。しかしなぜこんな連中を人々が家に
入れるのか，それには3つの理由がある。第ーは彼らが口達者なので，批
難をみなが怖れていること，第二はどんな宗派の人でさえさげすんではな
らぬと努めていること，第三は神やどりたもうと思うその衣服のゆえにで
ある」 (v.143-158)。
と．ここまでずいぶんの行数を費して，あるときは托鉢僧の味方をする
ような，しかしそれだけ裏に針をふくんだ言い方もまじえて，彼らの標榜
する謙遜，実は傲慢さえ敗退した謙遜を述べつらね，つぎに吝薔と鷹揚と
の戦に移る。
Par ces resons et par mainte autreそれやこれやの理由から
Font i1 aler lance sor fautre 
Larguece desor A varisce ; 
Quar trestoute la char herice 
Au mauves qui les voit venir : 
Tart 1i est qu'il puisse tenir 
吝箇にむかって鷹揚を
托鉢僧らは突進させる。
というのは彼らの到来ながめれば
悪者も総身の毛が逆立つ思い。
彼らのお気に召すものを
36 
Chose qui lor soit bone et bele, 
Quar ilsevent mainte novele, 
Si lor fet cil et joie et feste 
Por ce qu'il se doute d'enqueste54> 
Et font tel tenir a preudomme 
Qui ne croit pas la loi de Romme. 
Ainsi font large de !'aver, 
De tel qu'il devroient !aver 
Le don qu'il re~oivent de lui. 
(v. 159-173) 
手に入れようと心もあせる。
彼らが多くの噂を知っており，
彼らの審門をおそれるゆえに，
また教会のおきてを信ぜぬ者でさえ
義人として通用させるそのゆえに
心をつくして歓待する。
かくして彼らは吝薔漢を，
受取る品は洗わねばなるまいが．
鷹揚な男となしおえる。
と，作者はドメニコ会の罪悪としてかねがね憎んでいた異端審門や，中
世の宗教界の大弊害であった免罪の売買を自由にする托鉢僧らがその悪業
のゆえにかえって吝薔漢を鷹揚なものと化すると持ちあげているところに
辛棘な皮肉がある。
しかし鷹揚と吝裔との戦についてほこれだけである。さきの謙遜と傲慢
との戦の記述とくらぺると長短の差はいちじるしい。もはや作者に諷剌の
筆が枯渇したのだろうか。それとも何かさきをいそがせるものがあったの
だろうか。その判断ほしばらくおくとして，つぎの温厚と憤怒の戦に移ろ
ぅ。
ここで作者はいままでのおどけた調子を急にがらりと変え，嘲笑する
Rutebeufが真摯憤激する Rutebeufに急変する。
「温厚と憤怒の死闘をききたまえ。この戦で由々しき人が討死した。誰
すみか
かれをわけへだてせぬ死神が，彼をおのが住家へ連れ去った。その名を
Crestien551と呼び，並びなき神学者。さて温厚と憤怒はそれぞれ隊伍をと
54) 異端審門とドメニコ会の関係については森島恒雄氏著：魔女狩り（岩波新書）
p. 33以下に詳し。
55) Chretien de Beauvais, 神学部の教師． ギョームとともに大学側の代表の一
人であった。彼の没年は明確ではたいが,1263年ごろと考えられている。したがって
ここでいう討死とは，肉体的な死ではなく．教皇の強圧によって自説の撤回をよぎな
くされた (1256)精神的死を指すものであろう。
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とのえて，教皇アレキサンデルの前に，黒白を争わんものと対陣した。ジ
ャコバンたちもそこにおり，ギヨーム師も列席する。師の説教，言説をジ
ャコバンたちが訴えたがゆえに」 (v.176-197)。
Si m'est avis que l'apostoles 
Bani icel mestre Guillaume 
しかるに教皇は
他人の領地，他人の王国の
D'autrui terre et d'autrui roiaume. このギョームを追放した。
S'il a partout tel avantage, もし教皇が至る所でかくも優勢であるならば
Baron i ant honte et damage, 領主にとっては恥辱と恥，
Qu'ainsi n'ont il riens en lor terre, というのは理非をただそうと欲しても，
Qui la verite veut enquerre. おのが封地でなにもなしえぬ。
Or client moult de bone gent, ギョームの追放を不快に思う
Cui il ne fu ne bel ne gent 多くの善良な人々は
Qu'il fust baniz, c'on Ii fist tort. 不正な仕うちといっている。
Mes ce sachent et droit et tort しかし真実の言いすぎということの
あるのは
C'on puet bien dire trop de voir : 善人も悪人も知っている。
Bien le poez apercevoir この人が追放されたことにより
Par cestui qui en fu banis. この言葉の真理なるを知りえよう。
Et si ne fu mie fenis かくして騒動は一向におさまらず
Li plais, ainz dura par grant piece ; ひさしいあいだなおも続いた。
Quar la cort, qui fet et depiece, 
Nut Guillaume de Saint-Amor 
Et par priere et par cremor.56) 
Cil de cort ne sevent qu'il font, 
作ってはこわす宮廷が
請願と恐怖によって
ギョーム師に害をした。
宮廷の連中などなすべきことを知り
おらぬ。
56) 教皇アレキサンデル四世がギョームを追放したのに対して.Jレイ九世がそれを
黙認したことを指すか。 'LeDiz de Maistre Guillaume de Saint Amour'v. 21ー
24参照。
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Quar il font ce qu'autres desfont 人が壊わすものをこしらえたり，
Et si desfont ce qu'autres fet : 57) 作られたものを壊わすから。
Ainsi n'avront il james fet. かくして彼らはついぞ何事もなさぬだろう。
(v. 198ー 220) Explicit. 
'La Bataille des Vices contre les Vertus'はこれで終る。すなわち作者
が7つの美徳と 7つの悪との戦をのべる (v.12ー 36)といっているにもか
かわらず，結局，謙遜と傲慢，鷹揚と吝沓．温厚と憤怒の戦しか． しか
もそれも長短語調ともに不揃いで． 書かれているにすぎない。おそらく
Rutebeufの目指したところ氏単に平板な善悪の闘争の羅列ではなくし
て．教皇の横暴．国王の柔弱に対する批判ではなかったかと思われる。し
たがって最初はいつもの諷刺的な口調で托鉢僧の偽善，虚偽を告発してい
るうちに．心に高まってくる怒りを抑えきれず．それで鷹揚と吝薔の戦は
わづか14行ではし折って．つぎの温厚と憤怒へ移ったのであるが．ここで
抑えていた怒りを発散してしまうと．もはやそれ以上続ける必要を認めな
かったのか．それとも筆が枯れたのか．それでこのような中途半端な終り
方をしているのではあるまいか。
以上が「大学に関する詩」のだいたいの紹介である。この階段ではGuil-
laume の苦闘や, Rutebeufの奮戦にもかかわらず，大学の敗北であっ
た。そして大学が勢力を盛りかえし，托鉢僧出身の教師たちに対して，改
めて大学への服従を誓わせるにいたったのほ.GuillaumeやRuteheufも
死んで3~40年たった後 (1318年）のことである。しかし教皇権と結託し
た托鉢僧団に対する大学の抵抗は．やがて芽をふきだしてくる gallicanis-
meの種まきであったという点において，高く評価さるべきものと認めら
れている。
57) 1256年に一度調停案をこしらえておきながら．アレキサンデル四世によってそ
れが忽ち破棄されるのを見すごしにした醜状をさすものか。
